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【相談室 ～子ども相談～】
　相談室では、心理担当職員らが18歳未満の子どもの
養育や性格に関する相談等に応じました。相談者の多く
は、子育て家庭の保護者で、内容としては「すぐにかん
しゃくを起こす」「食事を摂らずに遊んでいる」「落ち着き
がなくじっとしていない」等で育児やしつけについて負担
を感じている方や家族関係でストレスを感じ精神的に不
安定になっている方もあり、その思いを聴き必要に応じて
助言等を行いました。

【子育て支援室 ～福井市地域子育て支援センター～】
　子育て支援室は、今年度も福井市の指導に従い、時
間予約制の運営を行いました。利用者が安心して過ごす
ことができるよう、入室前には健康状態の確認、県外移
動歴の確認を行わせていただきました。また、室内では、
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　子育て支援室・相談室は、福井市の事業委託「子ども相談事業・子育て支援事業」を行い、開所して16年が経過し
ました。この３年間はコロナ禍で、様々な不安を抱えながら子育て支援室・相談室を利用される方も多く、職員は利用者
の言葉に真摯に耳を傾け、安心して子育てができるよう支援を行ってきました。児童・生徒の相談についても、家庭生
活や学校生活が円滑に進められるよう、来談者の気持ちに寄り添った支援に努めました。

「ママと子の絵本とわらべうたあそび」 親子講座「リトミックあそび」 季節の行事「豆まきごっこ」

季節の行事
「たなばたかざり」

親子プログラム
「てがたづくり」

感染症対策
「親子で手洗い」

入室時と退室時に手洗いをお願いし、利用者同士が密に
ならないように声を掛けたり、定期的な換気をしながら感
染防止の徹底を図りました。
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　そして、利用者には「県感染拡大警報」中の生活の仕
方の工夫について聞き取りをする中で、他の利用者にも
参考になることを子育て支援室の壁等に掲載しました。
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た・ま・ごの会　飾り付け

体験学習の様子

子育て支援室の主な事業
≪子育て相談≫
　乳児のミルクを飲む量が少ない、離乳食の作り方や与
え方が分からない、食事を食べてくれない、睡眠をとら
ずに泣いてばかりいる、発達に関することではお座りが
上手くできない、ハイハイをしない、歩行や発語が遅い
ので心配、予防接種に関することや保育園入園に関する
心配事等様々です。主に保育士が相談を受けますが、内
容に応じて相談室の臨床心理士と連携しながら保護者
と子どもの支援にあたりました。

≪子育て講座、親子プログラム≫
　利用者に関心を持ってほしい内容や子育て力を高めて
もらうために役立つ内容の話題提供を行いました。

≪はっぴぃすｍａｍａ≫
　転勤などで福井に転入してきて、地域のことが分からず
不安に思っている利用者や、そのことで引きこもりがちな利
用者に働きかけ、同様の境遇にある者同士が交流し情報
交換する場を設定しました。今年度は市内在住者も加わる
ことで子育てに関する話し合いの他に耳より情報を豊富
に得ることが出来たようです。
　参加をきっかけに交流が広がっています。

≪ほっとるーむ はぐはぐ≫
　子育ての不安感や困り感、ストレスなどが強いと感じて
いる参加者が集まりました。心理担当職員がコーディネー
ターとして関わり、大人だけの空間を設定して、テーマに
沿った話し合いを行いました。

≪学園連携　子育て講座≫
　幼児教育等を専門に研究する仁愛女子短期大学の教
員を講師に招いて子育て講座を開催しました。また、学生
の参加を得ることで、様々な世代が、子育て支援に参加す
る社会づくりを推進していきたいと考えています。

子育て講座（学園連携含む）

親子講座（ボランティア講師）

季節の行事

親子プログラム

親支援事業

地域支援活動

・夜泣きの対応について  ・わらべうたあそび

・えっちゃん絵本をよんで  ・ミュージックケア

・たなばたのつどい  ・まめまきごっこ

・ママと子のおはなし会  ・ふれあいあそび　

・はっぴぃすｍａｍａ  ・ほっとるーむ はぐはぐ

・松本公民館  ・桜木図書館

項　　目 内　　　　容

　講座に必要なものは学生らが手作りで準備をしてくれま
した。3歳位までの子どもが喜ぶわらべうたあそびを調べ、
事前に練習を重ねて当日に臨んでくれました。そのような
新鮮な感覚を持つ学生らが手遊び等を提供すると、子ど
もたちは夢中になって楽しんでいました。保護者からは、
「童心にかえり、子どもと一緒に楽しむことができ有意義で
あった」「ちょっと工夫すれば、楽しい遊びが生み出せるこ
とを知り参考になった」等の感想が寄せられました。

≪仁短生 体験学習≫
　幼児教育学科2回生が、子育て支援の授業の一環とし
て子育て支援室にて体験学習を行いました。1日あたり2
～3名の学生さんで実習しますが、利用者の方が思わず微
笑んでしまうような素敵なエプロンあるいは靴下を着用し
て場を和ませてくれた方もいました。

≪子育て支援ボランティア た・ま・ごの会≫
　過去に福井市と子育て支援室・相談室が協力してボラ
ンティア養成講座を開催し受講された方が中心となり、
「子育て支援ボランティアた・ま・ごの会」を結成し８年が経
過しました。子育て支援室の
壁に季節のモチーフを飾り
付けたり、親子活動の下準
備、行事のお手伝いなど計
22回のべ38名の方々に活
動いただきました。　

≪児童虐待防止普及啓発事業≫
　11月は児童虐待防止月間となっており、全国各地で
様 な々キャンペーンが繰り広げられています。
当所でも、子ども福祉課と連携し児童虐待防止普及啓発
活動の一環としてパネル展を実施しました。

仁愛女子短期大学   野本  尚美 氏
えいごであそぼう

仁愛女子短期大学   坂本  流美 氏
わらべうたあそび

仁愛女子短期大学   坂本  流美 氏
ミニコンサート

仁愛女子短期大学   木下  由香 氏
いろいろな音を楽しもう

開催日時 テーマ/講師

7月27日（水） 10:00～10:30

9月 4 日（日） 10:00～10:30

12月22日（木） 10:00～10:30

3月17日（金） 10:00～10:30


